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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
滅
び
た
世
界
、
そ
し
て
失
っ
た
も
の
・
・
・

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
５
１
５
Ｍ

【
作
者
名
】

　
辰
巳
　
翔

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
れ
は
、
「
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
～
世
界
を
守
り
し
者
達
」
の
主
人

公
、
「
辰
巳
リ
ュ
ウ
セ
イ
」
と
「
フ
ィ
リ
ア
」
、
そ
し
て
リ
ュ
ウ
セ
イ
と
フ
ィ

リ
ア
の
友
が
、
な
ぜ
リ
イ
マ
ジ
の
世
界
に
行
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
何
を
失
っ

た
か
を
書
い
た
話
で
す
。
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（
前
書
き
）

作
「
ふ
ぅ
・
・
・
終
わ
っ
た
ぜ
！
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
だ
な
」

フ
ィ
リ
ア
「
で
も
グ
タ
グ
タ
」

作
「
そ
れ
は
い
わ
な
い
で
ぇ
～
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
そ
れ
で
は
」

作
・
リ
ュ
ウ
・
フ
ィ
リ
「
始
ま
り
ま
す
！
」
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－
－
－
第
三
者
－
－
－

こ
こ
は
あ
る
小
学
校
の
廊
下
・
・
・

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
は
ぁ
・
・
・
学
校
は
や
っ
ぱ
め
ん
ど
い
・
・
・
」

サ
ヨ
「
だ
ら
し
な
い
よ
ぉ
～
。
リ
ュ
ウ
セ
イ
」

＊
リ
ュ
ウ
セ
イ
と
サ
ヨ
（
フ
ィ
リ
ア
）
の
設
定
は
「
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の

は
～
世
界
を
守
り
し
者
達
」
を
ご
覧
下
さ
い

レ
ン
「
サ
ヨ
の
い
う
と
う
り
だ
。
リ
ュ
ウ
セ
イ
」

彼
は
秋
川
レ
ン
。
リ
ュ
ウ
セ
イ
と
サ
ヨ
の
幼
馴
染
み

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
お
前
ま
で
言
う
か
ぁ
・
・
・
」

啓
「
お
ぉ
～
い
！
霧
崎
、
秋
川
、
月
風
！
」

け
い霧

崎
と
は
、
リ
ュ
ウ
セ
イ
の
名
字
だ
。

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
ん
ぁ
？
な
ん
だ
？
」

啓
「
お
前
ら
さ
、
文
化
祭
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
の
忘
れ
て
な
い
か
？
」

リ
ュ
ウ
・
サ
ヨ
・
レ
ン
「
あ
・
・
・
」

啓
「
た
く
・
・
・
早
く
会
議
室
に
こ
い
よ
な
！
」
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サ
ヨ
「
り
ょ
～
か
い
。
」

そ
う
い
っ
て
啓
は
戻
っ
て
い
っ
た

そ
の
時

キ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
！

リ
ュ
ウ
・
サ
ヨ
・
レ
ン
「
！
！
」

レ
ン
「
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
！
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
は
や
く
い
く
ぞ
！
」

そ
し
て
三
人
は
人
の
い
な
い
場
所
に
来
る
と

リ
ュ
ウ
・
サ
ヨ
・
レ
ン
「
変
身
！
」

ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド

龍
騎
「
な
・
・
・
！
」

フ
ァ
ム
「
何
こ
の
数
！
」

ナ
イ
ト
「
多
す
ぎ
る
・
・
・
！
！
」

ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
「
ぐ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
」

龍
騎
「
や
る
し
か
ね
ぇ
か
！
」
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フ
ァ
ム
と
ナ
イ
ト
は
頷
く
。
そ
し
て
、
三
人
は
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
に
向
か
っ

て
い
っ
た
。

現
実
世
界

啓
「
・
・
・
・
・
お
そ
い
な
、
あ
い
つ
ら
」

雅
人
「
な
に
し
て
ん
だ
か
・
・
・
」

ま
さ
と

鈴
「
も
う
一
回
呼
ん
で
く
る
？
」

す
ず日

野
「
そ
う
し
よ
っ
か
」

ひ
の

だ
が
、
そ
の
時
、
鏡
か
ら
怪
物
が
出
て
き
た

鈴
「
き
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

啓
「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

み
ん
な
は
逃
げ
ま
ど
う
。
し
か
し
・
・
・

セ
ナ
「
い
や
ぁ
ぁ
！
こ
な
い
で
・
・
・
こ
な
い
で
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
」

な
ん
と
女
子
生
徒
の
一
人
が
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
連
れ
て
行
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
・
・
・
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド

龍
騎
「
は
ぁ
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
」

ナ
イ
ト
「
き
り
が
な
い
・
・
・
」
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フ
ァ
ム
「
う
ん
・
・
・
・
・
・
！
な
ん
か
聞
こ
え
る
」

セ
ナ
「
い
や
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

龍
騎
「
あ
れ
は
！
」

ナ
イ
ト
「
セ
ナ
！
」

フ
ァ
ム
「
じ
ゃ
あ
、
現
実
世
界
に
も
！
」

龍
騎
「
く
っ
そ
！
」

ナ
イ
ト
「
・
・
・
・
・
そ
う
だ
、
お
前
達
の
家
族
は
・
・
・
！
」

龍
騎
・
フ
ァ
ム
「
！
！
」

ナ
イ
ト
「
お
前
ら
は
家
族
の
所
に
行
け
！
」

フ
ァ
ム
「
レ
ン
は
！
？
」

ナ
イ
ト
「
俺
は
セ
ナ
を
助
け
て
、
こ
こ
の
奴
ら
を
倒
す
！
」

龍
騎
「
何
を
無
茶
な
！
」

ナ
イ
ト
「
い
い
か
ら
・
・
・
・
・
は
や
く
い
け
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
」

龍
騎
・
フ
ァ
ム
「
！
？
」

普
段
は
怒
鳴
っ
た
り
し
な
い
レ
ン
が
急
に
怒
鳴
っ
た
か
ら
二
人
は
び
っ
く
り
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ナ
イ
ト
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
み
ん
な
や
ら
れ
ち
ま
う
！
だ
か
ら
、
は
や
く
い
け

！
み
ん
な
で
や
ら
れ
る
よ
り
は
ま
し
だ
！
」

龍
騎
「
・
・
・
・
・
生
き
て
、
帰
っ
て
こ
い
よ
・
・
・
レ
ン
」

フ
ァ
ム
「
絶
対
だ
よ
」

ナ
イ
ト
「
あ
ぁ
・
・
・
」

龍
騎
と
フ
ァ
ム
は
ミ
ラ
ー
ワ
ー
ル
ド
か
ら
出
た

＜
ソ
ー
ド
ベ
ン
ト
＞

ナ
イ
ト
「
は
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

セ
ナ
「
き
ゃ
！
？
」

ナ
イ
ト
「
大
丈
夫
か
！
？
」

セ
ナ
「
そ
の
こ
え
・
・
・
レ
ン
君
！
？
」

ナ
イ
ト
「
あ
ぁ
・
・
・
と
に
か
く
、
逃
げ
る
ぞ
！
」

セ
ナ
「
う
ん
」

－
－
－
リ
ュ
ウ
セ
イ
－
－
－

は
ぁ
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
無
事
で
い
て
く
れ
・
・
・
み
ん
な
！

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
は
ぁ
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
着
い
た
・
・
父
さ
ん
！
母
・
・
さ
・
・
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」・
・
・
・
・
俺
が
家
に
入
っ
て
み
た
も
の
。
そ
れ
は
・
・
・

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
家
に
・
・
・
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
が
・
・
・
！
」

そ
う
、
家
に
は
大
量
の
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
が
い
た
。

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
そ
ん
な
・
・
・
父
さ
ん
！
母
さ
ん
！
」

父
「
リ
ュ
ウ
・
・
・
セ
イ
・
・
・
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
！
父
さ
ん
！
」

父
「
は
・
・
や
く
、
こ
の
世
界
か
ら
・
・
・
に
げ
・
・
・
ろ
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
え
・
・
・
？
」

こ
の
世
界
か
ら
逃
げ
ろ
？
ど
う
い
う
事
だ
？

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
父
さ
ん
、
ど
う
い
う
事
！
？
」

父
「
こ
の
世
界
は
・
・
・
も
う
す
ぐ
終
わ
る
・
・
・
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
な
っ
！
！
」

父
「
お
前
だ
け
で
も
・
・
・
に
げ
・
・
ろ
・
・
・
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
無
理
だ
よ
！
父
さ
ん
と
母
さ
ん
を
お
い
て
行
く
な
ん
て
！
」
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父
「
い
い
か
ら
い
け
！
！
・
・
・
強
制
的
だ
・
・
・
渡
！
」

す
る
と
灰
色
の
オ
ー
ロ
ラ
が
現
れ
、
中
か
ら
人
が
出
て
き
た

渡
「
な
ん
で
す
か
？
雅
希
さ
ん
」

ま
さ
き

雅
希
「
こ
い
つ
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
！
」

渡
「
！
！
・
・
・
で
す
が
・
・
・
」

雅
希
「
悩
ん
で
る
暇
は
な
い
！
早
く
！
」

渡
「
・
・
・
・
・
分
か
り
ま
し
た
」

そ
う
い
っ
て
俺
の
こ
と
を
抱
き
か
か
え
る

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
離
せ
！
俺
は
い
や
だ
！
父
さ
ん
母
さ
ん
も
、
一
緒
に
逃
げ
る
ん

だ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

渡
「
本
当
に
良
い
ん
で
す
か
？
」

雅
希
「
あ
ぁ
・
・
・
リ
ュ
ウ
セ
イ
、
立
派
な
男
に
な
れ
よ
・
・
・
」

そ
の
時
、
灰
色
の
オ
ー
ロ
ラ
が
現
れ
た

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
父
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
」

俺
は
こ
う
叫
ん
で
、
灰
色
の
オ
ー
ロ
ラ
に
包
ま
れ
た

－
－
－
サ
ヨ
－
－
－
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母
さ
ん
・
・
・
父
さ
ん
・
・
・

サ
ヨ
「
や
っ
と
つ
い
た
・
・
・
・
・
・
っ
！
嘘
・
・
・
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
が
・

・
・
！
」

信
じ
た
く
な
か
っ
た
。
こ
の
光
景
は
。

サ
ヨ
「
嘘
・
・
・
そ
ん
な
・
・
・
父
さ
ん
！
母
さ
ん
！
」

私
は
急
い
で
家
に
入
っ
た

母
「
そ
の
声
・
・
・
サ
ヨ
ね
？
」

サ
ヨ
「
母
さ
ん
！
大
丈
夫
！
？
」

母
「
私
は
・
・
・
も
う
駄
目
だ
わ
・
・
・
」

サ
ヨ
「
諦
め
な
い
で
よ
！
早
く
、
安
全
な
と
こ
ろ
に
・
・
・
！
」

母
「
こ
の
世
界
に
、
安
全
な
所
な
ん
て
な
い
わ
・
・
・
」

サ
ヨ
「
え
・
・
・
？
ど
う
し
て
！
？
」

母
「
こ
の
世
界
は
、
も
う
終
わ
る
・
・
・
だ
か
ら
」

サ
ヨ
「
だ
か
ら
・
・
・
？
」

母
「
貴
方
だ
け
で
も
、
逃
げ
て
ち
ょ
う
だ
い
・
・
・
・
・
」

え
・
・
・
・
・
？
私
が
母
さ
ん
と
父
さ
ん
を
お
い
て
逃
げ
る
・
・
・
？
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サ
ヨ
「
無
理
よ
！
そ
ん
な
の
・
・
・
で
き
っ
こ
な
い
じ
ゃ
な
い
！
」

母
「
貴
方
に
、
拒
否
権
は
な
い
わ
。
も
う
決
め
た
事
だ
か
ら
・
・
・
」

サ
ヨ
「
勝
手
に
決
め
な
い
で
よ
！
」

母
「
・
・
・
渡
さ
ん
、
来
て
下
さ
い
」

母
さ
ん
が
言
っ
た
瞬
間
、
灰
色
の
オ
ー
ロ
ラ
が
現
れ
て
、
中
か
ら
人
が
出
て
き
た

渡
「
な
ん
で
し
ょ
う
、
理
彩
さ
ん
」

り
さ

理
彩
「
こ
の
子
を
・
・
・
・
連
れ
て
行
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
・
・
・
」

サ
ヨ
「
！
母
さ
ん
！
？
」

渡
「
貴
方
も
で
す
か
・
・
・
」

理
彩
「
え
・
・
・
？
」

渡
「
雅
希
さ
ん
も
そ
う
で
し
た
。
後
悔
は
し
ま
せ
ん
ね
？
」

理
彩
「
え
ぇ
・
・
・
し
な
い
わ
。
自
分
で
決
め
た
事
だ
も
の
・
・
・
」

サ
ヨ
「
私
は
・
・
・
私
は
・
・
・
・
！
」

理
彩
「
渡
さ
ん
、
早
く
！
」

渡
「
分
か
り
ま
し
た
」
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そ
う
い
っ
て
、
男
の
人
は
私
を
抱
き
か
か
え
た
。
そ
し
た
ら
、
突
然
灰
色
の
オ

ー
ロ
ラ
が
現
れ
た

サ
ヨ
「
母
さ
ん
・
・
・
・
・
」

理
彩
「
じ
ゃ
あ
ね
・
・
・
サ
ヨ
。
元
気
に
・
・
・
育
っ
て
ね
・
・
・
・
・
・
」

サ
ヨ
「
母
さ
ん
・
・
・
母
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
」

こ
れ
を
最
後
の
言
葉
に
し
て
、
灰
色
の
オ
ー
ロ
ラ
に
包
ま
れ
た

－
－
－
第
三
者
－
－
－

こ
っ
ち
は
レ
ン
が
戦
っ
て
い
る
学
校
の
現
実
世
界
・
・
・

ナ
イ
ト
「
こ
の
・
・
・
！
は
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

セ
ナ
「
レ
ン
君
・
・
・
」

ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
「
が
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

一
体
の
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
が
セ
ナ
に
お
そ
い
か
か
っ
た
！

ナ
イ
ト
「
セ
ナ
に
・
・
・
・
・
近
づ
く
な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

＜
ソ
ー
ド
ベ
ン
ト
＞

ナ
イ
ト
「
は
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

だ
が
、
そ
の
時
も
う
一
体
の
ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
が
ナ
イ
ト
の
後
ろ
に
い
た
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ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
「
ぐ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
」

ナ
イ
ト
「
ぐ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

セ
ナ
「
レ
ン
君
！
」

ナ
イ
ト
「
く
っ
！
は
ぁ
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
」

セ
ナ
（
私
に
は
、
何
も
出
来
な
い
の
！
？
見
て
る
こ
と
し
か
！
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
し
か
出
来
な
い
の
！
？
助
け
た
い
・
・
レ
ン
君
を
・
・
・

－
－
－
－
－
助
け
た
い
！
）

そ
の
時
、
セ
ナ
の
目
の
前
に
光
の
玉
が
現
れ
た
。
そ
の
光
は
、
セ
ナ
の
下
へ
降

り
て
き
た

セ
ナ
「
え
・
・
・
？
」

セ
ナ
は
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
降
り
て
き
た
光
を
受
け
取
っ
た
。
す
る
と
光
は
、

カ
ー
ド
デ
ッ
キ
に
な
っ
て
い
た
。

ナ
イ
ト
「
っ
！
そ
れ
は
・
・
・
！
」

レ
ン
が
驚
く
の
は
無
理
も
な
い
。
セ
ナ
の
手
の
中
に
あ
っ
た
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
は
・

・
・
「
リ
ュ
ウ
ガ
」
に
な
る
た
め
の
カ
ー
ド
デ
ッ
キ
だ
っ
た
の
だ
か
ら
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セ
ナ
「
こ
れ
を
使
え
ば
・
・
・
！
」

ナ
イ
ト
「
や
め
ろ
！
！
セ
ナ
！
お
前
は
、
戦
わ
な
く
て
い
い
！
」

セ
ナ
「
で
も
・
・
・
！
」

ナ
イ
ト
「
俺
の
大
切
な
人
に
は
、
傷
つ
い
て
欲
し
く
な
い
！
」

セ
ナ
「
そ
れ
は
私
も
一
緒
だ
よ
！
」

ナ
イ
ト
「
！
？
」

セ
ナ
「
私
に
と
っ
て
、
レ
ン
君
は
大
切
な
人
だ
も
ん
！
私
だ
っ
て
・
・
・
私
だ

っ
て
、
こ
れ
以
上
レ
ン
君
に
傷
つ
い
て
欲
し
く
な
い
の
！
！
」

ナ
イ
ト
「
お
前
・
・
・
」

セ
ナ
「
だ
か
ら
、
私
は
変
身
す
る
！
大
切
な
人
を
、
好
き
な
人
を
傷
つ
け
さ
せ

な
い
た
め
に
も
！
変
身
！
」

セ
ナ
が
居
た
と
こ
ろ
に
は
セ
ナ
で
は
な
く
、
リ
ュ
ウ
ガ
が
立
っ
て
い
た

そ
の
こ
ろ
、
リ
ュ
ウ
セ
イ
達
は
・
・
・

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
こ
こ
は
ど
こ
だ
・
・
・
・
？
」

サ
ヨ
「
リ
ュ
ウ
セ
イ
・
・
・
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
サ
ヨ
！
！
・
・
・
・
・
お
前
も
、
父
さ
ん
達
と
と
・
・
・
」
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サ
ヨ
「
う
ん
・
・
・
そ
う
だ
！
レ
ン
は
！
？
も
う
す
ぐ
あ
の
世
界
は
滅
び
る
の

に
、
レ
ン
は
ま
だ
あ
の
世
界
に
！
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
く
っ
そ
！
ど
う
や
っ
た
ら
こ
こ
か
ら
で
ら
れ
ん
だ
！
？
」

渡
「
貴
方
達
が
こ
こ
か
ら
で
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」

リ
ュ
ウ
・
サ
ヨ
「
！
？
」

渡
「
貴
方
達
に
は
、
こ
れ
か
ら
あ
る
世
界
で
生
き
て
も
ら
い
ま
す
・
・
・
・
・

雅
希
さ
ん
と
理
彩
さ
ん
の
思
い
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
・
・
・
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
父
さ
ん
た
ち
の
・
・
・
」

サ
ヨ
「
思
い
・
・
・
」

渡
「
雅
希
さ
ん
た
ち
は
本
当
は
辛
か
っ
た
は
ず
で
す
・
・
・
。
で
す
が
、
貴
方

達
は
ま
だ
小
学
生
・
・
・
ま
だ
生
き
て
い
て
欲
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
辛
い
決
意

を
し
て
貴
方
達
の
こ
と
を
僕
に
任
せ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
・
・
・
・
・
俺
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
ん
で
す

か
？
」

渡
「
貴
方
達
に
は
、
リ
イ
マ
ジ
の
龍
騎
の
世
界
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
」

サ
ヨ
「
リ
イ
マ
ジ
・
・
・
？
」

渡
「
簡
単
に
言
え
ば
も
う
一
つ
の
龍
騎
の
世
界
で
す
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
・
・
・
・
・
分
か
り
ま
し
た
。
行
き
ま
す
、
そ
の
世
界
に
」
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サ
ヨ
「
リ
ュ
ウ
セ
イ
！
？
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
渡
さ
ん
が
い
っ
た
よ
う
に
父
さ
ん
た
ち
の
思
い
を
無
駄
に
し
な

い
た
め
に
も
・
・
・
」

サ
ヨ
「
あ
・
・
・
・
・
で
も
、
レ
ン
は
！
？
」

渡
「
そ
れ
は
大
丈
夫
で
す
。
貴
方
達
が
行
っ
た
後
に
た
す
け
ま
す
。
も
う
時
間

が
あ
り
ま
せ
ん
、
貴
方
達
は
早
く
！
」

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
分
か
り
ま
し
た
。
行
こ
う
、
サ
ヨ
」

サ
ヨ
「
う
ん
・
・
・
レ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
」

渡
「
は
い
」

二
人
は
灰
色
の
オ
ー
ロ
ラ
に
包
ま
れ
た

そ
の
こ
ろ
レ
ン
達

ナ
イ
ト
「
セ
ナ
・
・
・
」

リ
ュ
ウ
ガ
「
レ
ン
君
・
・
・
や
ろ
う
、
二
人
で
な
ら
出
来
る
よ
。
き
っ
と
」

ナ
イ
ト
「
・
・
・
あ
ぁ
！
」

＜
サ
バ
イ
ブ
＞

ナ
イ
ト
Ｓ
Ｖ
「
い
く
ぞ
！
」

サ
バ
イ
ブ
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リ
ュ
ウ
ガ
「
う
ん
！
」

＜
ス
ト
ラ
イ
ク
ベ
ン
ト
＞

リ
ュ
ウ
ガ
「
は
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

ナ
イ
ト
「
セ
ナ
！
耳
ふ
さ
い
で
た
方
が
い
い
か
も
！
」

リ
ュ
ウ
ガ
「
う
ん
」

＜
ナ
ス
テ
ィ
ベ
ン
ト
＞

キ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
！

ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
「
が
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

ナ
イ
ト
「
は
っ
！
」

ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
「
ぐ
ぉ
ぉ
！
」

リ
ュ
ウ
ガ
「
た
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

ミ
ラ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
「
ぐ
ぎ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

ナ
イ
ト
「
き
・
・
・
き
り
が
な
い
・
・
・
」

リ
ュ
ウ
ガ
「
レ
ン
君
、
大
丈
夫
？
」

ナ
イ
ト
「
は
ぁ
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
無
理
か
も
・
・
・
」
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そ
の
時
、
灰
色
の
オ
ー
ロ
ラ
が
現
れ
、
二
人
を
包
み
込
ん
だ

ナ
イ
ト
「
な
ん
だ
・
・
？
こ
れ
は
・
・
・
」

そ
う
い
っ
て
変
身
が
と
け
、
レ
ン
は
そ
の
場
に
倒
れ
た

セ
ナ
「
レ
ン
君
！
！
」

渡
「
な
ん
と
か
、
間
に
合
い
ま
し
た
ね
」

セ
ナ
「
あ
な
た
は
・
・
・
？
」

渡
「
僕
は
、
紅
渡
で
す
。
あ
な
た
た
ち
に
は
、
少
し
休
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
レ

ン
君
も
、
倒
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
説
明
す
る
に
も
出
来
ま
せ
ん
の
で
。
セ
ナ

さ
ん
も
、
我
慢
し
な
く
て
い
い
で
す
よ
？
初
め
て
の
戦
い
で
疲
れ
た
で
し
ょ
う

し
」

セ
ナ
「
は
い
。
・
・
・
あ
り
が
と
う
・
・
・
ご
ざ
い
ま
・
・
・
す
」

倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
セ
ナ
を
、
誰
か
が
支
え
た
。
そ
の
人
物
と
は
・
・
・

？
「
ま
さ
か
、
お
前
が
こ
ん
な
事
も
す
る
な
ん
て
な
」

渡
「
誰
か
と
思
っ
た
ら
、
デ
ィ
ケ
イ
ド
・
・
・
い
や
、
士
さ
ん
で
す
か
」

士
「
だ
か
ら
何
だ
。
こ
い
つ
ら
の
世
界
が
滅
び
た
の
は
、
俺
の
せ
い
じ
ゃ
な
い

よ
な
？
」

渡
「
は
い
。
あ
な
た
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ョ
ッ
カ
ー
の
仕
業
で
す
」
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士
「
そ
う
か
・
・
・
。
鳴
滝
の
奴
、
ま
だ
や
っ
て
ん
の
か
」

渡
「
そ
の
よ
う
で
す
。
士
さ
ん
、
皆
さ
ん
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」

士
「
あ
れ
か
ら
あ
っ
て
な
い
。
と
い
う
か
、
ど
う
や
っ
た
ら
あ
え
る
の
か
し
ら

ん
」

渡
「
簡
単
な
こ
と
で
す
。
夏
美
さ
ん
、
ユ
ウ
ス
ケ
さ
ん
、
き
て
下
さ
い
」

夏
美
「
こ
こ
何
処
で
す
か
？
・
・
・
！
！
」

ユ
ウ
ス
ケ
「
さ
あ
？
・
・
・
っ
て
士
！
」

士
「
ま
さ
か
、
本
当
に
あ
え
る
な
ん
て
な
・
・
・
」

渡
「
夏
美
さ
ん
、
ユ
ウ
ス
ケ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
士
さ
ん
も
一
緒
に
旅
を
し
ま

す
の
で
」

夏
美
「
士
君
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
」

士
「
あ
ぁ
・
・
・
。
礼
を
い
う
ぞ
。
渡
」

渡
「
い
え
、
た
い
し
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
。
そ
れ
で
は
、
お
気
を
付

け
て
」

三
人
は
灰
色
の
オ
ー
ロ
ラ
に
包
ま
れ
、
も
と
の
場
所
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
そ
の

時
の
三
人
は
笑
顔
だ
っ
た

渡
「
さ
て
、
こ
の
二
人
を
神
の
所
に
運
び
ま
す
か
。
あ
の
二
人
は
、
無
事
に
着
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い
た
で
し
ょ
う
か
」

そ
の
こ
ろ
リ
ュ
ウ
セ
イ
と
サ
ヨ
・
・
・

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
こ
こ
は
？
」

シ
ン
ジ
「
あ
れ
？
君
た
ち
か
な
？
渡
が
言
っ
て
た
人
っ
て
」

こ
れ
が
、
の
ち
に
リ
ュ
ウ
セ
イ
の
義
理
の
兄
に
な
る
、
辰
巳
シ
ン
ジ
と
の
出
会

い
だ
っ
た

リ
ュ
ウ
セ
イ
達
が
リ
イ
マ
ジ
の
龍
騎
の
世
界
に
き
て
３
日
た
ち
・
・
・
神
の
家

で
は
・
・
・

レ
ン
「
う
・
・
・
こ
こ
は
・
・
・
？
」

セ
ナ
「
あ
、
起
き
た
？
レ
ン
君
３
日
も
寝
て
た
ん
だ
よ
？
」

レ
ン
「
そ
ん
な
に
・
・
・
て
か
、
こ
こ
は
？
」

セ
ナ
「
な
ん
か
、
神
っ
て
奴
の
家
ら
し
い
よ
」

神
「
そ
う
じ
ゃ
」

レ
ン
・
セ
ナ
「
う
わ
！
」

神
「
な
、
な
ん
じ
ゃ
・
・
・
」

渡
「
あ
、
起
き
ま
し
た
か
。
突
然
で
す
が
、
貴
方
達
に
は
リ
イ
マ
ジ
の
龍
騎
の

世
界
、
つ
ま
り
も
う
一
つ
の
龍
騎
の
世
界
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
」
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レ
ン
「
否
定
権
は
？
説
明
は
？
」

神
「
あ
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
ろ
。
と
に
か
く
、
い
っ
て
ら
～
」

と
神
が
言
う
と
、
二
人
は
ま
た
灰
色
の
オ
ー
ロ
ラ
に
包
ま
れ
た
。
そ
の
際
に
レ

ン
が
「
ふ
ざ
け
ん
な
こ
の
ク
ソ
爺
ぃ
ぃ
！
」

と
か
叫
ん
で
い
た
と
か
い
な
か
っ
た
と
か

渡
「
こ
れ
で
良
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
・
・
・
」

神
「
あ
ぁ
・
・
・
あ
や
つ
ら
も
ま
だ
幼
い
か
ら
な
」

こ
う
し
て
、
リ
ュ
ウ
セ
イ
、
サ
ヨ
、
レ
ン
、
セ
ナ
は
、
新
た
な
世
界
で
生
き
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
未
来
に
、
ま
た
違
う
世
界
に
行
く
こ
と
に
な
る
と
は
知

ら
ず
に
・
・
・
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（
後
書
き
）

リ
ュ
ウ
セ
イ
「
あ
ぁ
・
・
・
思
い
出
し
た
く
な
い
・
・
・
」

フ
ィ
リ
ア
「
父
さ
ん
・
・
・
母
さ
ん
・
・
」

レ
ン
「
よ
ほ
ど
の
事
だ
っ
た
ん
だ
な
・
・
・
」

セ
ナ
「
う
ん
・
・
・
私
は
、
家
族
が
居
な
い
か
ら
わ
か
ん
な
い
や
。
て
か
、
今

回
長
い
ね
」

レ
ン
「
俺
も
そ
う
思
う
」

作
「
ち
な
み
に
、
レ
ン
と
セ
ナ
は
保
護
施
設
で
そ
だ
っ
て
い
ま
す
」

レ
ン
「
ま
ぁ
、
な
ん
と
か
終
わ
っ
て
よ
か
っ
た
な
」

作
「
う
ん
、
よ
か
っ
た
。
あ
、
君
ら
付
き
合
っ
て
ん
だ
よ
ね
？
」

レ
ン
・
セ
ナ
「
え
？
」

作
「
い
や
、
だ
っ
て
さ
、
レ
ン
は
「
俺
の
大
切
な
人
に
は
」
っ
て
い
っ
て
て
、

セ
ナ
は
、
「
好
き
な
人
」
っ
て
は
っ
き
り
い
っ
て
た
し
ぃ
・
・
・
」

レ
ン
・
セ
ナ
「
／
／
／
／
」

作
（
く
く
、
お
も
し
れ
ぇ
～
）
「
そ
れ
で
は
、
ま
た
本
編
の
方
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
！
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

滅びた世界、そして失ったもの・・・
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